
学校番号 ３０９ 

平成 31年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ(理系) 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 精選 現代文Ｂ （大修館書店） 

副教材等 
・最新国語便覧（浜島書店）・意味から学ぶ頻出漢字３０００（第一学習社） 

・現代文読解基礎ドリル（駿台文庫）・改訂版ＴＯＰ２５００（いいずな書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・さまざまな評論や小説を進んで読み、ものの見方や考え方、感じ方を深めていきましょう。 

・自ら考えたことや感じたことを適切に表現できるようにしましょう。 

・発問に対しては考えたことを積極的に発表しましょう。 

・提出物は期限を守って提出してください。また、定期考査は授業後の復習を大切にして臨みまし

ょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・言語感覚を磨き論理的な思考力や豊かな想像力を身につけ、場面に応じて活用することができる。 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を読み取り、理解することができる。 

・人間関係において互いに尊重し、相互理解を深め正しく意思を伝え合うことができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力 ｃ：書く能力 ｄ：読む力 ｅ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言語

文化に対する関

心を深め、国語を

尊重してその向

上を図ろうとす

る。 

目的や場に応じ

て効果的に話し、

的確に聞き取っ

たり話し合った

りして、自分の考

えをまとめ深め

ている。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまとめ

深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め発展させ

ている。 

言語文化及び言

葉の特徴やきま

りなどについて

の理解を深め、

知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、プリン

ト等） 

行動の観察 記述の確認及び

分析（ノート、

プリント、原稿

用紙） 

記述の確認及び

分析（ノート、

プリント） 

定期考査 

記述の確認（ノ

ート、プリント

等） 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d ｅ 

１
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

教材： 

「グローバリゼーションの光と

影」 

○ ○  ◎ ○ 

a:文章の構成や展開を確

かめ、論じられているテ

ーマについて関心を持

って考察しようとして

いる。 

ｂ：テーマについて話し合

うことができている。 

ｄ:論の構成、展開に沿っ

て内容を理解し、筆者の

考えを的確に読み取っ

ている。 

ｅ:語句の意味やはたらき

を理解している。 

ａ、ｂ：行動

の観察及び

記述の点検 

ｄ，ｅ ：記述

の確認及び

分析、定期

考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

教材： 

「檸檬」 

○   ◎ ○ 

ａ：人物、情景、心情など

を、どうして書き手がこ

のように描いているの

かを捉え、象徴、予兆な

どに果たしている効果

に気付こうとしている。  

ｄ:登場人物の行動を通し

てその心情を理解しよ

うとしている。 

ｅ:語句の意味を理解し、

主人公の心情の変化を

正確にとらえている。 

ａ：行動の観

察及び記述

の点検 

ｄ，ｅ ：記述

の確認及び

分析、定期

考査 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

教材： 

「であることとすること」 

○  ○ ◎ ○ 

a:文章の構成や展開を確

かめ、論じられているテ

ーマについて関心を持

って考察しようとして

いる。 

c: 文章の形態や文体、語

句などに合った適切な

表現の仕方で書いてい

る。 

ｄ:論の構成、展開に沿っ

て内容を理解し、筆者の

考えを的確に読み取っ

ている。 

ｅ:語句の意味やはたらき

を理解している。 

ａ：行動の観

察及び記述

の点検 

c:記述の点

検及び確

認 

ｄ，ｅ ：記述

の確認及び

分析、行動

の観察、定

期考査 



 

 

※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

２
学
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅢ

 

教材： 

「文学史はなにを辿るのか」 

 

○   ◎ ○ 

a:主体的に鑑賞しようと

している。 

ｄ:文章の構成や展開、引

用文を的確に読み取り、

理解を深めている。 

ｅ:修辞法や表現技巧の効

果について理解を深め

ている。 

ａ：行動の観

察及び記述

の点検 

ｄ，ｅ ：行動

の観察、記

述の確認及

び分析、定

期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

-

① 

  Ⅱ

を
理
解
す
るⅠ

 

教材： 

「舞姫」 

○   ◎ ○ 

a:作品の構成を捉え、空想

によって作られた小説

のおもしろさをつかも

うとしている。 

ｄ:登場人物の心情を読み

取り、「生」と「死」に

ついて考えを深めてい

る。また作品の主題につ

いての自らの考えを読

み手に効果的に伝わる

ように表現している。 

ｅ:語句について文脈に即

した意味や用法を正し

く理解している。 

ａ：行動の観

察及び記述

の点検 

ｃ：記述の確

認及び分析

（原稿用紙） 

ｄ，ｅ ：記述

の確認及び

分析、定期

考査 

３
学
期 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅣ

 

教材： 

「舞姫」続き 

○   ◎ ○ 

a:小説を読むおもしろさ

を味わい、進んで読書し

ようとしている。 

ｄ:前半と後半の二部構成

の意味合いを理解し、人

物、情景、心情を的確に

捉えている。また表現の

効果を理解している。 

ｅ:時代背景をよく理解し

ている。 

ａ：行動の観

察及び記述

の点検 

ｄ，ｅ ：記述

の確認及び

分析、定期

考査 


